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	応用
	抗原情報
	背景
	N-メチル-D-アスパラギン酸（NMDA）受容体は、イオンチャネル型グルタミン酸受容体の一種です。NMDA受容体チャネルは、特定の記憶や学習の基盤となると考えられているシナプス伝達効率の活動依存的な上昇である長期増強に関与することが示されています。NMDA受容体チャネルは、NR1（GRIN1）、NR2（GRIN2A、GRIN2B、GRIN2C、またはGRIN2D）、およびNR3（GRIN3AまたはGRIN3B）の3つの異なるサブユニットからなるヘテロ多量体です。NR2サブユニットはグルタミン酸のアゴニスト結合部位として機能します。この受容体は、哺乳類の脳において主要な興奮性神経伝達物質受容体です。[RefSeq提供、2008年7月]、機能：高いカルシウム透過性とマグネシウムに対する電圧依存的な感受性を有するグルタミン酸依存性イオンチャネルのNMDA受容体サブタイプ。グリシンを介する。,類似性：グルタミン酸依存性イオンチャネル（TC 1.A.10）ファミリーに属する。,サブユニット：ゼータサブユニット（GRIN1）、イプシロンサブユニット（GRIN2A、GRIN2B、GRIN2C、またはGRIN2D）、および第3サブユニット（GRIN3AまたはGRIN3B）からなるヘテロ多量体チャネルを形成する。GRIN1およびGRIN3Bとの複合体として存在する。GRIN1、GRIN3A、およびPPP2CBとの複合体として存在する。INADLおよびDLG4のPDZドメインと相互作用する。HIP1と相互作用する（類似性による）。MAGI3と相互作用する。,組織特異性：主に前頭頭頂側頭皮質および海馬錐体細胞に存在し、基底核では発現が低い。,
	研究分野
	神経活性リガンド-受容体相互作用、長期増強、アルツハイマー病、筋萎縮性側索硬化症 (ALS)、ハンチントン病、全身性エリテマトーデス、
	画像データ
	

	GRIN2B（リン酸化Ser1303）抗体のウェスタンブロット解析。右レーンはGRIN2B（リン酸化Ser1303）ペプチドでブロッキングされている。

